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皆さんは、近頃公共交通を利用しましたか？小林市には、公共交通として
複数のバスが走っていますが、十分に活用されていないのが実情です。

今月号では、今後も必要となる公共交通の現状や役割などを特集します。
●問・企画政策課  ℡ 23‐0456

　公共交通があ
ることで外出機
会が増加し、買
い物や地域活動
などで多くの人
たちがまちに集
まれば、地域ににぎわいが創出されます。また、
公共交通による移動が促進されることで、歩い
て暮らせるまちづくりが図られ健康増進につな
がります。

まちのにぎわい創出
　世界的に問題
となっている地
球温暖化の観点
から、自動車が
排 出 す る CO ２

（二酸化炭素）の
削減は大きな課題となっています。一人あたり
の輸送における CO2 排出量が自家用車に比べ
て少ない公共交通を利用することで、地球温暖
化防止に大きな効果が期待されます。

環境負荷の軽減

　 公 共 交 通 は、
地域の移動手段
のひとつとして、
通学する生徒や
通院・買い物を
する高齢者など
の日常生活を支えています。現在は公共交通を
利用していない人にとっても、将来、自動車を
運転できなくなったときなど、公共交通は重要
な移動手段となります。

地域住民の移動手段の確保公共交通の役割
　路線廃止になると、子どもや高齢者、障が
い者など車を利用できない人々は、移動が制約
され不便な生活を強いられます。
　また、高齢ドライバーによる交通事故が社
会問題となっており、高齢化社会では、今後運
転免許証返納者の増加が見込まれます。
　このように、自家用車を運転できない市
民や観光客が安心して利用できる公共交通の果
たす役割は大きくなっています。

　

大
正
15
年
ご
ろ
小
林
で
は
、

民
間
事
業
者
に
よ
り
、
乗
合
自

動
車
（
バ
ス
）
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
宮
崎
・
都
城
・
鹿
児
島

な
ど
各
方
面
へ
発
展
し
、
ピ
ー

ク
時
の
バ
ス
の
年
間
利
用
者
は

３
０
０
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
40
年
代
後
半
の

旅
行
ブ
ー
ム
の
後
退
や
自
家
用

車
の
普
及
に
よ
り
、
バ
ス
の
利

用
者
は
激
減
。
路
線
廃
止
や
減

便
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

現
在
小
林
市
で
は
、
市
外
へ

行
く
路
線
バ
ス
、
市
内
を
循
環

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
福

祉
バ
ス
な
ど
が
運
行
中
。
利
用

者
数
は
、
年
間
19
万
人
前
後
と

低
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す

（
表
１
）。

　

バ
ス
の
利
用
者
が
少
な
い
路

線
は
、
そ
の
維
持
が
困
難
と
な

り
、
路
線
廃
止
や
減
便
が
検
討

さ
れ
ま
す
。
路
線
廃
止
や
減
便

が
行
わ
れ
る
と
、
利
便
性
が
低

下
し
、
さ
ら
に
利
用
者
が
減
少

す
る
と
い
っ
た
“
悪
循
環
”
に

陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

路
線
廃
止
や
減
便
で
利
便

性
低
下
な
ど
の
悪
循
環

利
用
者
数
は
徐
々
に
減
少

ピ
ー
ク
時
の
15
分
の
１
に

表２　路線バス・コミュニティバス
　　　福祉バスの事業経費

百万円

25

30

35

2826 30 年度

33.5

2927

33.1

29.9

30.330.7

　

市
で
は
国
・
県
の
補
助
な
ど

を
活
用
し
な
が
ら
、
路
線
バ
ス

の
運
行
経
費
の
一
部
を
負
担
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
・
福
祉
バ
ス
の
運
行

を
委
託
す
る
な
ど
、
交
通
手
段

の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
利
用
者
数
が
伸
び

悩
む
一
方
で
、
車
両
維
持
費
な

ど
の
運
行
経
費
は
年
々
増
加
。

そ
れ
に
と
も
な
い
市
の
負
担
も

増
加
傾
向
に
あ
り
、
公
共
交
通

の
維
持
は
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。（
表
２
）

　

限
ら
れ
た
財
政
状
況
の
中

で
、
公
共
交
通
全
体
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
乗
車
率
の

低
い
路
線
の
廃
止
や
減
便
の
検

討
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

安
定
的
に
バ
ス
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
利
用
者
の
増
加
を

促
進
し
、
少
し
で
も
赤
字
を
縮

小
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
バ
ス
の
乗

り
方
教
室
や
運
転
免
許
証
返
納

者
へ
の
支
援
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、
公
共
交
通
の
存
続
を

図
り
ま
す
。

運
行
経
費
縮
小
の
た
め
の

利
用
者
を
増
や
す
取
組
み

表１　路線バス・コミュニティバス
　　　福祉バスなどの乗車人数

万人

17

18

19

2826 30

19.7

2927

19.519.218.618.6

年度

悪循環
減便、
運賃の
値上げ

路線廃止？

路線の
赤字化

利用者
の減少

バスの悪循環のイメージ

利便性
の低下

公共交通の今を知り、考える
特集

公
共
交
通
の
現
状



TOPIC ①

フリー乗降区間があります
　コミュニティバスや福祉バスで設定して
いるフリー乗降区間は、バス停以外の場所
で乗降車できます。フリー乗降区間で乗車
する際は手を挙げて、降車す
る際は運転士にお知らせくだ
さい。詳しくは、右 QR コー
ドから確認ください。

低料金で乗車可能です
　　小林・須木地区を走るコミュニティバ
スは、三松循環線を除き 200 円で乗車でき
ます。また、コミュニティバスと福祉バス
で、身体障がい者手帳などの
所有者は 100 円など低料金で
利用できます。詳しくは、市
ホームページで確認ください。

TOPIC ②

乗合タクシーを利用ください
　毎週月曜・水曜・木曜に運行している乗
合タクシー。細野団地・十日町・城山団地・
小林駅南口の各停留所で乗降できます。１
日３便、１回 200 円（小学生 100 円）で乗
車できますので、買い物や通院などに利用
ください。

乗
合
タ
ク
シ
ー
は

こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
目
印
！

企画政策課
大
お お た け

竹 聡
そ う
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皆
さ
ん
は
最
近
、
バ
ス
や
鉄

道
に
乗
り
ま
し
た
か
？
自
家
用

車
の
利
用
者
は
、「
自
分
に
は

関
係
の
な
い
こ
と
だ
」
と
感
じ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

バ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
公
共

交
通
は
、
子
ど
も
や
高
齢
者
な

ど
の
移
動
手
段
と
し
て
必
要
不

可
欠
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
動
車
を
運
転
す

る
人
に
と
っ
て
も
、
病
気
や
運

転
免
許
証
の
返
納
な
ど
で
運
転

が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
の
代

替
の
移
動
手
段
の
ひ
と
つ
に
な

る
こ
と
も
。
さ
ら
に
、
地
球

温
暖
化
の
原
因
の
一
つ
と
さ
れ

る
、
自
動
車
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排

出
削
減
な
ど
環
境
問
題
へ
の
対

策
と
し
て
も
、
公
共
交
通
の
利

用
促
進
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
自
動
車
の
普
及
な

ど
で
、
バ
ス
の
利
用
者
数
は
全

国
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
利
用
者
が
減
少
す
る
と
既

存
路
線
の
維
持
が
難
し
く
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
市
で
は
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
路
線

の
見
直
し
や
、
車
両
の
更
新
を

行
う
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
公
共
交
通
の
維
持
を

図
る
た
め
、
年
間
約
６
千
万
円

の
予
算
を
使
っ
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
、
公
共
交
通
を
こ

れ
か
ら
も
存
続
さ
せ
る
た
め

に
、
年
に
１
度
は
バ
ス
や
吉
都

線
を
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
バ

ス
や
列
車
に
ゆ
ら
れ
な
が
ら
、

い
つ
も
と
違
う
風
景
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

小林市
地域公共交通会議 会長
総合政策部 部長

峯
み ね た

田 勝
か つ み

巳

私たちに必要な公共交通
年
１
回
の
利
用
で

存
続
可
能
な
公
共
交
通

INTERVIEW

　

鉄
道
や
バ
ス
と
い
っ
た
地
域

公
共
交
通
は
、
大
切
な
社
会
基

盤
の
ひ
と
つ
で
す
。
し
か
し
、

自
家
用
車
中
心
の
移
動
ス
タ
イ

ル
の
定
着
や
少
子
化
、
人
口
減

少
と
い
っ
た
要
因
に
よ
り
利
用

者
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

大
雨
に
よ
る
災
害
で
運
休
し

た
J
R
吉
都
線
は
、
沿
線
地
域

の
高
校
へ
の
通
学
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
ま
た
、

小
林
市
内
か
ら
宮
崎
市
な
ど
の

市
外
を
結
ぶ
路
線
バ
ス
も
、
自

家
用
車
を
利
用
で
き
な
い
人
に

と
っ
て
は
大
切
な
交
通
手
段
と

な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納
後

の
移
動
手
段
の
確
保
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
公
共
交

通
は
そ
の
移
動
手
段
と
し
て
、

さ
ら
に
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
鉄
道
や
路
線
バ
ス
は

交
通
事
業
者
が
運
営
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
ま
ま
利
用
者
の
減

少
が
続
く
と
、
将
来
的
に
は
路

線
の
維
持
が
難
し
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
鉄
道
も
路

線
バ
ス
も
、
現
に
利
用
し
て
い

る
人
た
ち
や
将
来
必
要
と
な
る

人
が
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
人
た
ち
の
た
め
に

も
、
小
林
市
に
住
ん
で
い
る
皆

さ
ん
が
月
に
１
回
で
も
鉄
道
や

バ
ス
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
路
線
の
維
持
に
向
け
て
と

て
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
思

い
ま
す
。

4

宮崎県総合政策部
総合交通課 主幹
地域交通担当

熱
あ つ た

田 聡
あきら

　

以
前
は
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転

手
で
し
た
が
、
バ
ス
の
女
性

運
転
士
を
見
か
け
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
今
年
の
４
月

か
ら
宮
崎
交
通
の
バ
ス
運
転

士
に
な
り
ま
し
た
。

　

予
定
通
り
に
運
行
で
き
る

よ
う
に
常
に
安
全
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人

の
命
を
乗
せ
て
走
っ
て
い
る

と
い
う
気
持
ち
で
運
転
し
て

い
る
の
で
、
車
内
の
乗
客
な

ど
に
も
気
を
配
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
乗
客
か
ら
「
あ

り
が
と
う
」
や
「
が
ん
ば
っ

て
ね
」
と
声
を
か
け
ら
れ
る

と
、
う
れ
し
い
し
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
ね
。

　
「
バ
ス
が
無
く
な
る
と
困

る
。
バ
ス
を
存
続
さ
せ
る
た

め
に
、
バ
ス
を
利
用
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
」
と
い
う
バ

ス
利
用
者
の
話
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
公
共
交
通

は
地
域
に
必
要
な
ん
だ
と
実

感
。さ
ら
に
経
験
を
積
ん
で
、

こ
れ
か
ら
も
乗
客
を
安
全
に

目
的
地
ま
で
運
び
ま
す
。

安
全
運
転
で
乗
客
を
目
的
地
ま
で
運
び
ま
す

宮崎交通　運転士

立
た て や ま

山 千
ち づ る

鶴 さん

高
校
通
学
の
た
め
バ
ス

を
利
用
し
て
い
ま
す

　

高
校
に
通
学
す
る
た
め
バ

ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
朝

の
便
は
高
校
生
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
中
に
は
、
勉
強
し
て

い
る
人
も
。
い
つ
も
乗
っ
て

い
る
帰
り
の
便
を
逃
す
と
、

次
の
便
ま
で
１
時
間
以
上
待

つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
困
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
バ
ス

が
あ
る
か
ら
こ
そ
安
心
し
て

通
学
で
き
て
い
ま
す
。 小林高校　２年

早
は や か わ

川 愛
ま な か

華 さん

バ
ス
の
運
転
士
に
聴
く

INTERVIEW

利
用
者
に
聴
く

鉄
道
や
路
線
バ
ス
を
将
来
世
代
に
残
す
た
め
に

県
の
担
当
者
に
聴
く

IN
TE

RV
IE

W

IN
TERVIEW
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警
察
犬
と
と
も
に
事
件
・
捜

索
現
場
を
駆
け
る
人
が
い
る
。

40
年
以
上
警
察
犬
の
指
導
歴
を

持
つ
、
宇
都
宮
豊
さ
ん
だ
。

　

高
校
卒
業
後
、
両
親
が
営
む

椎
茸
の
生
産
・
販
売
の
仕
事
の

後
を
継
い
だ
宇
都
宮
さ
ん
。
椎

茸
栽
培
場
に
訓
練
さ
れ
た
番
犬

が
欲
し
い
と
探
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
店
の
常
連
客
か
ら
警
察
犬

訓
練
所
を
紹
介
さ
れ
た
。
そ
こ

で
出
会
っ
た
の
が
嘱
託
警
察
犬

だ
っ
た
。
嘱
託
警
察
犬
と
は
、

一
般
の
人
か
ら
高
度
な
訓
練
を

受
け
、
警
察
が
実
施
す
る
試
験

に
合
格
し
た
犬
の
こ
と
。

　
「
番
犬
の
た
め
に
購
入
し
た

犬
が
嘱
託
警
察
犬
だ
っ
た
の

で
、
地
域
の
た
め
に
役
立
て
た

い
と
思
い
ま
し
た
」。

　

宇
都
宮
さ
ん
は
、
要
請
が
あ

れ
ば
事
件
や
捜
索
の
現
場
に
購

入
し
た
嘱
託
警
察
犬
を
送
り
出

し
た
。
ま
た
、
警
察
犬
訓
練
所

の
訓
練
士
に
「
警
察
犬
を
飼
育

す
る
た
め
の
技
術
を
持
っ
た
ほ

う
が
い
い
」
と
助
言
さ
れ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
訓
練

士
に
師
事
。
自
身
も
警
察
犬
指

導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
。

　

今
ま
で
に
、
22
頭
の
犬
を
育

て
上
げ
た
が
、
同
じ
犬
種
で
も

個
体
に
よ
り
性
格
は
さ
ま
ざ
ま

だ
。

　
「
寝
食
を
と
も
に
し
、
大
切

に
育
て
れ
ば
、
犬
た
ち
は
現
場

で
も
期
待
に
応
え
て
く
れ
ま

す
」。

　

16
年
前
か
ら
、
犬
と
一
緒
に

現
場
に
出
向
く
よ
う
に
な
っ
た

宇
都
宮
さ
ん
。
雪
山
や
風
雨
な

ど
、
ど
ん
な
過
酷
な
要
請
で
も

警
察
犬
と
共
に
出
動
す
る
。
そ

れ
は
、
父
の
教
え
で
あ
る
「
人

は
裏
切
る
な
、
頼
ま
れ
た
こ
と

は
責
任
を
持
て
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
か
ら
だ
。

　

そ
の
姿
勢
が
、
16
年
間
で
80

回
以
上
の
出
動
実
績
に
表
れ
て

い
る
。
今
で
は
、
北
諸
・
西
諸

の
み
な
ら
ず
、
時
に
は
県
北
か

ら
も
出
動
要
請
が
か
か
る
。

　
「
今
後
も
、
社
会
の
た
め
に

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
し
て
い

き
た
い
」。

　

警
察
犬
と
の
強
い
信
頼
関
係

で
、
今
日
も
厳
し
い
訓
練
に
励

む
。

「
人
は
裏
切
る
な
、頼
ま
れ
た
こ
と
は
責
任
を
持
て
」。

戦
争
を
生
き
抜
い
た
父
か
ら
の
教
え
を
胸
に
、

人
犬
一
体
と
な
っ
て
現
場
に
駆
け
付
け
る
。

Vol.92

こばやしびと

宇
う つ の み や

都宮 豊
ゆたか

さん

40 年以上警察犬の指導を続けている

写真㊤パートナーである警察犬ラル
ス ㊦多くの感謝状や表彰状が警察
犬指導への姿勢を物語っている

２０１9 年　９　月１日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ
　

小
林
市
総
合
文
化
祭
を
開
催
す

る
た
め
、
市
民
を
対
象
に
出
品
者

を
募
集
し
ま
す
。
小
林
・
須
木
地

区
在
住
の
人
は
小
林
会
場
へ
、
野

尻
地
区
在
住
の
人
は
野
尻
会
場
へ

申
込
み
く
だ
さ
い
。

小
林
会
場

◆
開
催
日

　

11
月
２
日（
土
曜
）、３
日（
日
曜
）

◆
会
場

　

市
民
体
育
館
、
中
央
公
民
館

◆
募
集
内
容

　

絵
画
、
書
道
、
写
真
、
彫
刻
、

陶
芸
、
木
工
、
手
芸
、
竹
細
工
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
生
け
花
、
盆
栽
、

短
歌
、
俳
句
な
ど

※
詳
細
は
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◆
作
品
搬
入

・
体
育
館

　

11
月
１
日
（
金
曜
）
13
時
～
19
時

※
生
け
花
は
21
時
ま
で

・
公
民
館

　

11
月
１
日
（
金
曜
）
16
時
～
20
時

◆
作
品
搬
出

　

11
月
３
日
（
日
曜
）
16
時
～
18
時

　

11
月
５
日
（
火
曜
）
９
時
～
12
時

◆
申
込
締
切　

10
月
15
日（
火
曜
）

※
短
歌
・
俳
句
は
９
月
27
日
（
金

　

曜
）

◆
申
込
用
紙
配
布
場
所

・
社
会
教
育
課

・
教
育
部
須
木
分
室

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
申
・
問

・
社
会
教
育
課

　

℡
22
‐
７
９
１
２

・
教
育
部
須
木
分
室

　

℡
48
‐
２
２
６
６

野
尻
会
場

◆
開
催
日

　

11
月
２
日（
土
曜
）、３
日（
日
曜
）

◆
会
場

　

野
尻
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◆
募
集
内
容

　

絵
画
、
書
道
、
写
真
、
彫
刻
、

陶
芸
、
手
芸
、
生
け
花
、
盆
栽
な

ど※
詳
細
は
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◆
作
品
搬
入

　

11
月
１
日
（
金
曜
）
13
時
～
18
時

◆
作
品
搬
出

　

11
月
３
日
（
日
曜
）
15
時
～
17
時

　

11
月
５
日
（
火
曜
）
９
時
～
12
時

◆
申
込
締
切　

10
月
15
日（
火
曜
）

◆
申
込
用
紙
配
布
場
所

　

教
育
部
野
尻
分
室

●
申
・
問

・
教
育
部
野
尻
分
室

　

℡
44
‐
１
１
０
０

　

来
年
で
結
成
30
年
を
迎
え
る
こ

ば
や
し
音
楽
協
会
で
は
、
２
年
に

一
度
開
催
し
て
い
る
演
奏
会
で

「
ハ
レ
ル
ヤ
」
を
歌
う
た
め
、
団

員
を
募
集
し
ま
す
。
ハ
レ
ル
ヤ
コ

ー
ラ
ス
参
加
経
験
の
あ
る
人
、
ハ

レ
ル
ヤ
合
唱
経
験
の
あ
る
人
、
一

緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。

◆
募
集
人
数　

20
人

◆
参
加
料　

無
料

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い

◆
申
込
締
切　

12
月
31
日（
火
曜
）

◆
そ
の
他

▼
練
習
日
時

・
結
団
式　

11
月
12
日
（
火
曜
）

・
11
月
～
令
和
２
年
４
月
ま
で
の

　

月
３
～
５
回
程
度

※
詳
細
は
申
込
み
後
に
お
知
ら
せ

▼
練
習
会
場

　

市
文
化
会
館
リ
ハ
ー
サ
ル
室

▼
本
番
日
程

　

令
和
２
年
４
月
26
日
（
日
曜
）

▼
本
番
場
所　
　

　

市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

●
申
・
問

・
椎
屋

　

℡
０
９
０
‐
９
４
９
５
‐
８
０
２
４

小
林
市
総
合
文
化
祭

出
品
者
募
集 募　

集

ハ
レ
ル
ヤ
コ
ー
ラ
ス

団
員
募
集

  

Ｗｅｂ制作スキルアップ講座
「WordPress のテンプレートをゼロから作ろう」

　趣味として、副業として、プロとして、Ｗｅｂサイ
ト制作に興味のある人を対象に、プロの手法を学び、
ゼロからＷｏｒｄＰｒｅｓｓテンプレートを作れるよ
うになることを目指します。
　実際にＷｏｒｄＰｒｅｓｓのコードを書きながら、
ブログの記事一覧ページと記事詳細ページを作りま
す。ちょっと難しいですが、やりがいのある実践的な
講座です。
※ノートＰＣ持参が推奨ですが、貸出もできますので
ご相談ください。
◆日時　９月 28 日（土曜）
　　　　９時 30 分～ 12 時 30 分
◆講師　松井屋Ｗｅｂ　松井淳治さん 
◆場所　市コワーキングスペースＴＥＮＯＳＳＥ
　　　　（テノッセ）
◆定員　15 人　※事前申込みが必要
◆対象　どなたでも参加可能
◆費用　無料
●申・問
　ＴＥＮＯＳＳＥ（テノッセ）
　℡２７‐４７１１
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２０１9 年　９　月１日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ ２０１９年　９　月１日号

　

糖
尿
病
と
関
係
が
深
い
歯
周
病

に
つ
い
て
、
ま
た
皮
膚
の
ト
ラ
ブ

ル
へ
の
ケ
ア
な
ど
に
つ
い
て
一
緒

に
学
び
ま
せ
ん
か
。
気
軽
に
参
加

く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

10
月
６
日
（
日
曜
）

　

９
時
～
11
時
30
分

※
受
付
８
時
30
分
～

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
可
能

◆
費
用　

無
料

◆
定
員　

50
人

◆
内
容　

①
講
話
「
糖
尿
病
と
歯
周
病
に
つ

　

い
て
」　

／
講
師　

医
療
法
人

　

友
仁
会　

池
井
歯
科　

院
長　

　

池
井
智
紀
氏

②
講
話「
ス
キ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て
」

　

／
講
師　

ユ
ー
ス
キ
ン
製
薬
株

　

式
会
社　

薬
学
博
士　

飯
野
隼

　

人
氏

③
健
康
相
談
・
栄
養
相
談
・
試
食

　

な
ど

◆
申
込
方
法　

　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ハ
ガ
キ

に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
者
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先

　

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

◆
申
込
締
切　

９
月
25
日（
水
曜
）

●
申
・
問

・
池
井
病
院
腎
友
会
（
束
田
）

　

℡
０
９
０
‐
３
０
１
２
‐
９
３
３
１

　
　

24
‐
０
６
３
５

　

〒
８
８
６
‐
０
０
０
４

　

小
林
市
細
野
74
‐
５

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
福
祉
団

体
な
ど
に
よ
る
福
祉
バ
ザ
ー
を
開

催
し
ま
す
。
贈
答
品
、
食
器
、
工

芸
品
、
野
菜
な
ど
た
く
さ
ん
の
品

物
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
バ
ザ
ー

の
益
金
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
活
動
資
金
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時

　

10
月
19
日
（
土
曜
）

　

10
時
開
会

◆
場
所

　

市
民
体
育
館

◆
そ
の
他

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
バ
ザ
ー

物
品
の
募
集
も
行
い
ま
す
。
ご
家

庭
に
贈
答
品
な
ど（
古
着
は
除
く
）

あ
り
ま
し
た
ら
、連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問

・
社
会
福
祉
協
議
会

　

地
域
福
祉
係

　

℡
23
‐
３
４
６
６

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

な
ど
で
作
ら
れ
た
製
品
を
展
示
・

販
売
し
、
障
が
い
に
つ
い
て
の
理

解
促
進
を
図
る
た
め
、
福
祉
し
ょ

っ
ぷ
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

　

９
月
19
日
（
木
曜
）

　

10
時
～
13
時

※
商
品
が
売
り
切
れ
次
第
終
了

◆
場
所

　

市
役
所
本
館
１
階

　

多
目
的
ス
ペ
ー
ス

◆
展
示
・
販
売
商
品

　

ク
ッ
キ
ー
、
パ
ン
、
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
、
季
節
の
野
菜
・
果
物
、
加

工
食
品
、
手
工
芸
品
、
木
工
品
な

ど●
問
・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

　

市
内
に
居
住
し
、
西
諸
管
内
の

医
療
機
関
に
就
職
し
た
看
護
師
・

准
看
護
師
の
人
に
各
種
補
助
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

①
就
職
支
度
金
補
助

　

市
外
か
ら
市
内
に
住
所
を
異
動

し
採
用
の
日
か
ら
起
算
し
て
2
年

以
内
の
人
で
、
か
つ
採
用
の
日
か

ら
起
算
し
て
５
年
以
上
継
続
し
て

就
業
予
定
の
人
。

②
奨
学
金
返
還
補
助

　

看
護
師
な
ど
を
養
成
す
る
学
校

な
ど
に
進
学
す
る
た
め
、
医
療
人

材
確
保
推
進
事
業
費
補
助
金
交
付

要
綱
に
規
定
す
る
奨
学
金
の
貸
与

を
受
け
、
当
該
学
校
を
卒
業
し
た

日
か
ら
起
算
し
て
２
年
以
内
の
人

で
、
か
つ
採
用
の
日
か
ら
起
算
し

て
5
年
以
上
継
続
し
て
就
業
予
定

の
人
。

※
金
額
、申
請
方
法
な
ど
詳
細
は
、

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

　

だ
く
か
、
直
接
問
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い

●
問
・
医
療
介
護
連
携
室

　

℡
22
‐
３
０
０
８

第
３
回
腎
臓
病
を

考
え
る
集
い

Fax

　

一
般
事
務
及
び
農
業
水
利
施
設

の
維
持
管
理
に
従
事
す
る
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

◆
対
象

　

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者◆
申
込
期
間
・
時
間

　

９
月
２
日
（
月
曜
）

　

～
10
月
４
日
（
金
曜
）

※
閉
庁
日
を
除
く

　

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

◆
申
込
先

　

大
淀
川
左
岸
土
地
改
良
区
事
務

局
（
宮
崎
市
高
岡
町
高
浜
８
３
６

‐
３
）

◆
申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
に

て
提
出
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
10
月
４
日
の
消

印
ま
で
有
効

◆
申
込
用
紙
配
布
場
所

　

大
淀
川
左
岸
土
地
改
良
区
事
務

局
ま
た
は
、
野
尻
庁
舎
地
域
整
備

課●
申
・
問

・
大
淀
川
左
岸
土
地
改
良
区

　

℡
０
９
８
５
‐
82
‐
５
４
２
２

　

小
林
高
等
職
業
訓
練
校
で
無
理

な
く
、
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

専
門
の
講
師
が
丁
寧
に
指
導
し
ま

す
。

◆
講
座
期
間
（
全
５
回
）

　

10
月
７
日
～
10
月
18
日

※
期
間
中
の
月
・
水
・
金
曜

◆
時
間

　

９
時
30
分
～
12
時

◆
定
員

　

10
人

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い

◆
申
込
締
切

　

10
月
１
日
（
火
曜
）

◆
そ
の
他

・
参
加
者
が
５
人
未
満
の
場
合
は

　

開
講
で
き
ま
せ
ん

・
内
容
や
費
用
に
つ
い
て
は
問
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い

●
申
・
問

・
小
林
高
等
職
業
訓
練
校

　

℡
23
‐
６
８
０
０

　

９
月
の
集
団
健
（
検
）
診
を
次

の
日
程
・
場
所
で
行
い
ま
す
。
各

種
健
（
検
）
診
に
よ
り
、
受
診
対

象
者
や
金
額
が
異
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
５
月
下
旬
に
送
付
し
た

個
人
通
知
を
確
認
い
た
だ
く
か
、

健
康
推
進
課
ま
で
問
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
個
別
健
（
検
）
診

を
希
望
す
る
人
は
、
直
接
医
療
機

関
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
予
約
が
定
員
に
達
し
た

　

日
程
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん

◆
健
（
検
）
診
名
・
日
程
・
場
所

▼
セ
ッ
ト
健
診
（
特
定
、
肝
炎
、

前
立
腺
、
胃
、
大
腸
）

・
９
月
30
日
（
月
曜
）

　

中
央
公
民
館

▼
肺
が
ん
検
診

・
９
月
２
日
（
月
曜
）

　

午
後　

須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ

　

ン
タ
ー

・
９
月
17
日
（
火
曜
）

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
９
月
29
日
（
日
曜
）

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
乳
が
ん
検
診

・
９
月
４
日
（
水
曜
）　

　

午
前　

須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ

　

ン
タ
ー

　

午
後　

八
幡
原
市
民
総
合
セ
ン

　

タ
ー
（
商
業
高
校
跡
地
）

・
９
月
８
日
（
日
曜
）

　

野
尻
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
子
宮
が
ん
検
診

・
９
月
３
日
（
火
曜
）

　

午
前　

須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ

　

ン
タ
ー

◆
申
込
方
法

　

事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
小
林
市
健

診
」
で
検
索
、
ま
た
は
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
で
申
込
む
か
、
健
康
推
進

課
ま
で
電
話
く
だ
さ
い
。
申
込
み

に
は
、
受
付
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド

が
必
要
で
す
。
な
お
、
定
員
に
達

し
て
お
り
、
予
約
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

◆
そ
の
他

　

各
種
集
団
健
（
検
）
診
を
申
込

み
し
た
人
に
は
、
検
診
日
の
約
１

週
間
前
に
問
診
票
な
ど
を
送
り
ま

す
。

●
問
・
健
康
推
進
課

　

℡
23
‐
０
３
２
３

団
体
職
員
募
集

集
団
健
（
検
）
診
を

行
い
ま
す
！

保
健
・
福
祉

申込用
ＱＲコード

第
33
回
福
祉
し
ょ
っ
ぷ

Ｅ
ｍ
ｉ
‐
Ａ
ｓ
ｕ

案　

内

医
療
人
材
確
保
推
進

事
業
費
補
助
金

初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン

（
有
料
）
受
講
生
募
集

講
座
・
催
し

  

情報提供者などに謝礼金
空き家バンク登録受付中

　市では、移住希望者などに、登録され
た空き家情報を提供する「空き家バンク
制度」を設けています。不動産会社に取
引を依頼されていない売買・賃貸できる
空き家を持っていて、空き家バンクへの
登録を希望する人は、気軽に連絡くださ
い。
　また、情報提供者に５０００円、所有者
に５000 円を支払う謝礼金制度もありま
す。詳しくは、地方創生課まで問い合わせ
ください。
◆空き家の改修補助＝空き家の改修など

（賃貸借契約締結後）に対する補助制度も
あります（上限 50 万円）。
●問＝地方創生課　℡ 23‐1148

小
林
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
皆
様
の
利
用
に
よ
り
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
三
松
循
環
線
を
除
く
す
べ
て
の
路
線
が
1
乗
車

２
０
０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。（
※
三
松
循
環
線
は
１
０
０
円
）
お

出
か
け
の
際
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、『
市

民
年
一
回
乗
車
運
動
』
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
：
企
画
政
策
課　

℡
23
‐
０
４
５
６

じ
ょ
じ
ょ
ん
よ
か
バ
ス 

　
　
　
　
　
み
ん
な
で
の
っ
ど
！

第
35
回
福
祉
バ
ザ
ー
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Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ ２０１９年　９　月１日号２０１9 年　９　月１日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ
　

食
育
・
地
産
地
消
を
推
進
す
る

目
的
で
、
市
内
産
食
材
を
使
っ
た

料
理
教
室
な
ど
の
食
材
費
を
補
助

し
ま
す
。
１
人
あ
た
り
の
補
助
額

の
上
限
は
７
０
０
円
で
す
。
申
請

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
審
査
し

ま
す
。
た
だ
し
、
参
加
人
数
や
申

請
時
期
に
よ
っ
て
は
補
助
額
が
少

な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
申

請
を
希
望
す
る
人
は
活
動
予
定
日

前
に
必
ず
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象

　

参
加
人
数
が
10
人
以
上
の
イ
ベ

ン
ト

◆
そ
の
他

　

活
動
予
定
日
10
日
前
ま
で
に
申

請
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
、
詳
細
な
条
件
や
提
出

　

物
な
ど
は
、
農
業
振
興
課
に
お

　

越
し
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い

●
申
・
問

・
小
林
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会

　
（
農
業
振
興
課
内
）

　

℡
23
‐
０
３
０
０

　

身
近
な
民
事
上
の
紛
争
予
防
と

紛
争
解
決
の
一
助
と
し
て
、
無
料

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。 

◆
日
時

　

10
月
９
日
（
水
曜
）

　

～
11
日
（
金
曜
）

　

９
時
～
12
時
、
13
時
～
19
時

◆
場
所

　

都
城
公
証
人
役
場
（
都
城
市
前

　

田
町
15
街
区
10
の
１
号
）

◆
申
込

　

事
前
に
電
話
予
約
が
必
要

◆
内
容

　

遺
言
、
相
続
、
任
意
後
見
契
約
、

尊
厳
死
宣
言
、
賃
貸
借
契
約
、
金

銭
貸
借
契
約
、
離
婚
給
付
契
約
等

の
公
正
証
書
作
成
に
関
す
る
相

談
。

●
申
・
問

・
都
城
公
証
人
役
場

　

℡
０
９
８
６
‐
22
‐
１
８
０
４

　

宮
崎
地
方
法
務
局
で
は
、「
法

務
局
休
日
相
談
所
」
を
開
設
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

10
月
６
日
（
日
曜
）

　

10
時
～
16
時　

※
要
予
約

◆
場
所

　

宮
交
シ
テ
ィ
紫
陽
花
ホ
ー
ル

◆
相
談
内
容

　

登
記
（
売
買
、
相
続
な
ど
）、

遺
言
、
成
年
後
見
、
境
界
問
題
、

戸
籍
、
近
隣
間
の
ト
ラ
ブ
ル
、
人

権
問
題
な
ど

◆
相
談
員

　

法
務
局
職
員
、
公
証
人
、
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権

擁
護
委
員

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
宮
交
シ
テ
ィ
へ
の
直
接
の
問
合

　

わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

◆
予
約
受
付
期
間

　

９
月
２
日
（
月
曜
）

　

～
10
月
４
日
（
金
曜
）

※
土
日
、
祝
日
を
除
く

◆
予
約
受
付
時
間　

９
時
～
17
時

●
申
・
問

・
宮
崎
地
方
法
務
局
総
務
課

　

℡
０
９
８
５
‐
22
‐
５
１
２
５

　

全
国
家
計
構
造
調
査
は
、
家
計

の
消
費
、
所
得
、
資
産
及
び
負
債

の
実
態
を
総
合
的
に
把
握
し
、
世

帯
の
所
得
分
布
及
び
消
費
の
水

準
、
構
造
な
ど
を
全
国
的
及
び
地

域
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
重
要
な
統
計
で
す
。

◆
調
査
期
間

　

10
月
～
11
月
ま
で

※
９
月
か
ら
調
査
員
が
調
査
対
象

　

地
区
内
の
世
帯
を
訪
問
し
ま
す

◆
調
査
対
象

　

無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
次
の
調

査
区
内
に
お
住
ま
い
の
世
帯

・
細
野
地
域
（
西
町
一
区
の
一
部
、

　

西
町
三
区
の
一
部
、
後
川
内
区

　

の
一
部
、
南
島
田
区
の
一
部
）

・
野
尻
町
東
麓
地
域
（
野
尻
３
区

　

の
一
部
、
野
尻
４
区
の
一
部
）

◆
調
査
内
容

　

年
収
・
貯
蓄
な
ど
、
世
帯
票
、

家
計
簿
（
一
部
の
世
帯
）

◆
そ
の
他　

　

調
査
対
象
地
区
内
の
世
帯
へ

「
統
計
調
査
員
証
」
を
携
帯
し
た

調
査
員
ま
た
は
指
導
員
が
訪
問
し

ま
す
。
調
査
対
象
の
世
帯
へ
調
査

票
を
配
付
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
員
が
調
査
料
の
名

目
で
金
品
を
要
求
し
た
り
、
振
込

み
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
た
場
合
に
は
警
察
署
に
通

報
く
だ
さ
い
。

●
問

・
企
画
政
策
課

　

℡
23
‐
０
４
５
６

　

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
小

林
朗
読
友
の
会
」
で
は
、
視
覚
障

が
い
者
の
人
に
「
広
報
こ
ば
や

し
」、「
お
知
ら
せ
」、「
は
な
み
ず

き
（
議
会
だ
よ
り
）」
な
ど
を
音

訳
し
た
Ｃ
Ｄ
を
制
作
し
、
郵
送
し

て
い
ま
す
。
家
族
、
知
人
、
友
人

で
視
覚
障
が
い
者
の
人
が
い
ま
し

た
ら
Ｃ
Ｄ
の
利
用
を
勧
め
て
い
た

だ
き
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問

・
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
23
‐
３
４
６
６

人のうごき（小林市の人口）

世帯数

火災・救急発生状況
種別

＋３建物 １ 1 １

　＋５林野 ０ ７

　－３車両 ０ ０

　＋４その他 ０ ９

救急 181 1202 ＋ 61

昨年累計７月
交通事故発生状況

人身

物損

死者

負傷者

全国死者

21 145

64 579

0 2

26 174

1647 （昨年同月比　－ 236）

－ 22

＋ 1

－ 4

＋１

種別 昨年累計7 月

令和元年 7 月１日現在現住人口　　　　　　　　　（前月比、前年同月比）
現住人口：国勢調査人口（実際に居住している人口）を元に、その後の転入・転出、
出生・死亡などを増減して算出する人口。
※平成 28 年 10 月 26 日に公表された「平成 27 年国勢調査確定値」を反映しています

１９，671 世帯

人口
男

女

44，089 人
20，395 人

23，694 人

（＋ 5、＋ 52）

（－ 25、－ 517）
（－ 8、－ 267）

（－ 17、－ 250）

鯵あ
じ

フ
ラ
イ
背
中
塗
布
の
母
の
病へ

や室　
（
小
林
合
歓
の
会　

中
園
直
子
）

ぐ
い
と
干
し
夏
を
先
取
り
致
し
け
り　
（
小
林
合
歓
の
会　

清
水
勝
）

鬼お

に

ゆ

り

百
合
や
ざ
ん
ざ
ん
降
り
に
師
の
送
る　
（
小
林
合
歓
の
会　

海
蔵
由
喜
子
）

息
災
が
一
つ
の
取
得
生い

き

み

た

ま

身
魂　
（
小
林
合
歓
の
会　

青
山
ス
ミ
子
）

二
人
で
来
て
五い

そ

じ

十
路
の
時
を
蓮は

す

の
花　
（
小
林
合
歓
の
会　

入
佐
典
子
）

梅
雨
晴
間
原
子
炉
ド
ー
ム
眺
め
お
り　
（
小
林
合
歓
の
会　

尾
辻
和
子
）

七
夕
や
天
の
川
に
も
流
れ
星　
（
長
友
正
臣
）

久
々
に
姉
に
会
い
た
く
三
姉
妹
子
供
の
ご
と
く
電
車
の
旅　
（
武
ナ
ミ
子
）

子
も
孫
も
医
師
に
な
り
け
り
農
業
は
自
分
限
り
で
終
わ
る
喜
び　
（
家
村
昭
文
）

鮮
や
か
な
紫
陽
花
も
尽
き
早
や
お
盆
好
物
を
墓
に
父
母
の
影
を
追
う　
（
永
友
チ
エ
）

梅
雨
の
雲
重
く
は
り
つ
く
霧
島
の
山
塊
黒
く
し
づ
も
り
て
あ
り　
（
佐
枝
記
子
）

台
風
の
進
路
の
先
に
娘む

す
め
ら等

の
く
ら
す
街
あ
り
無
事
祈
る
日
　々
（
三
國
キ
ミ
子
）

心の花びら

公
正
証
書
作
成
・
無
料

相
談
所
の
開
設

全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所

そ　

の　

他

２
０
１
９
年
全
国
家
計

構
造
調
査
を
実
施

食
育
・
地
産
地
消
推
進

活
動
の
食
材
費
を
補
助

し
ま
す

  

パブリックコメント

　７月５日～８月５日の期間で募集した、
パブリックコメントを次の通り公表しま
す。

「小林市あらゆる差別をなくし人権を尊重す
る条例（案）」
　◆寄せられた意見　６件
　◆公表場所
　　・市ホームページ
　　・情報公開室（総務課内）
　　・市民課（１階総合案内所）
　　・須木庁舎住民生活課
　　・野尻庁舎地域振興課
　◆公表期間および時間
　　８月 21 日（水曜）～９月 20 日（金曜）
　　８時 30 分～ 17 時 15 分
　　※土日、祝日を除く
　●問＝市民課　℡ 23‐1141　　

「空家等対策計画（案）」
　◆寄せられた意見　０件
　●問＝管財課　電話 23‐0222

広
報
紙
な
ど
の
音
訳
CD

を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　戦没者の遺徳をしのび、併せて戦没者
遺族の労をねぎらい明るい平和な郷土に
することを誓うため、戦没者追悼式（小
林地区）を開催します。

◆日時　10 月４日（金曜）　10 時～
◆場所　忠霊塔前広場
●問＝福祉課　℡ 23‐０１１１

市戦没者追悼式
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　リサイクル日程　

生活環境課　 　℡ 23-8122
小林市清掃工場 ℡ 24-0959
須木住民生活課 ℡ 48-3132
野尻住民生活課 ℡ 44-1100

区・組 （曜日）

区
9
月

10
月

水流迫、東方 1・2 3 1
真方１・２・３ 2 2

南西２・３、通り町 4 3
南西１の西、南西４

本町、新生町
4 4

南西１の東、
種子田

5 7

北西１・３、緑町 6 8
北西２、坂元 10 9

西町１・２・３
南島田

9 10

仲町、永田町、
後川内

11 11

細野２・３、
南真方

12 15

細野１、南真方西 20 16
南真方東、

上町、上町西
25 17

上町中、上町東、
上町北

26 25

西堤、南堤 27 29
北堤 30 30

野尻地区
（第 3 日曜）

15 20

須木地区
（第４日曜）

22 27

　すこやかカレンダー　 　健康推進課　　℡ 2 3 - 0 3 2 3

● 育児・親子健康日程　 
種　類 月　　日 時　間 会　場

妊婦健康相談
母子健康手帳発行

毎週月曜
（祝日除く） 9：00 ～ 11：30

小
林
市
保
健
セ
ン
タ
│

赤ちゃん健康診査 10 月 4 日（金）  受付 12：45 ～ 13：15

キッズフロア 10 月 2 日（水）  受付 9：30 ～ 11：00

もぐもぐクッキング 9 月 18 日（水）

離乳初期（受付）・要予約
13：15 ～ 13：30

離乳中後期（受付）・要予約
14：30 ～ 14：45

1st バースディ
健康相談

10 月 2 日（水） 受付・要予約
13：10 ～ 13：30

1 歳 6 か月児健康診査 9 月 12 日（木）  受付 12：45 ～ 13：15

3 歳児健康診査 9 月 13 日（金）  受付 12：30 ～ 13：15

● にこにこ運動教室（13：30 ～ 15：30）
問：社会福祉協議会野尻支所℡ 44-1206

場　所 9 月 10 月
野尻町保健福祉センター 10 日（火）、24 日（火） 1 日（火）、8 日（火）

●けんしん相談会　健康おうえん教室
健診を受診した人が対象の健康相談。健診結果を持っている人は当日持参ください。

月　　日 会　場 申し込み先
９月 27 日（金） 小林市保健センター 完全予約制 23‐0323

　日曜祝日在宅当番医（原則として 9 時から 17 時）　
月 日 曜 在　宅　医 電話番号　

9

15 日
たなか循環器内科クリニック 23-1115

野尻中央病院 44-1141

16 月
前田内科医院 22-5802

立山整形外科医院 22-1717

22 日 花田耳鼻咽喉科 24-5100

23 月 池井病院 23-4151

29 日
整形外科フレンドクリニック 22-3132

ひろた内科クリニック 25-0550

10 6 日
西小林診療所 27-1034

沖内科小児科医院 22-4043

※変更になる場合もありますので、各医療機関にご確認ください。

●健康相談
月 日 曜 種　類 会　場 時　間
９ 12 木 まちかど健康相談 市役所

13：30 ～ 15：30９ 19 木 まちかど健康相談
まちの保健室 コープみやざき小林店

10 3 木 まちかど健康相談
まちの保健室 コープみやざき小林店

今月の　これは何ごみ？

くらし　９月１０日～１０月９日

●人権・行政・なやみごと相談　 市民課　℡ 23-1141

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

9

10 火 人権・行政・なやみごと 市役所東館１階相談室

10：00 ～ 15：0017 火 人権・なやみごと 市役所東館１階相談室

24 火 人権・なやみごと 市役所東館１階相談室

10

1 火 人権・行政・なやみごと 須木総合ふるさとセンター

10：00 ～ 15：003 木 人権・行政・なやみごと 野尻町保健福祉センター

8 火 人権・行政・なやみごと 市役所東館１階相談室

●納付・納税・年金　　ほけん課 ℡ 23-0116　税務課 ℡ 23-0115　市民課 ℡ 23-1112

種　類 月　日 場　所 時　間 備　考
休日納付・納税相談窓口 9 月 15 日（日） ほけん課・税務課窓口 8：30 ～ 17：15 ※ 毎月第 3 日曜日

年金移動相談   ※要予約 9 月 19 日（木） 市役所本館 1 階 相談室 10：00 ～ 14：40 予約 : 都城年金事務所

都城年金事務所　℡ 0986-23-2571

　こころの電話相談　
ひとりで悩まないで！どんなことでもお話しください。
毎週月曜日　20：00 ～ 22：00
●問：NPO 法人こばやしハートム 27-1850電話番号は

●障がい者相談員による定期相談会　 福祉課　℡ 23-0111

月　　日 会　場 時　間

9 月 27 日（金） 八幡原市民総合センター 13：00 ～ 16：00

　農地移動申請　
場所　農業委員会事務局

時間　8：30 ～ 17：15

受付開始日　9 月 10 日（火）

受付締切日　9 月 17 日（火）

　これは何ごみ？答え　
　①の水・煙タイプは「燃や
さないごみ」ですが、②霧タ
イプ（スプレー缶）のものは、

「リサイクル品」の缶類で出
してください。

●わかちあいの会（自死遺族のつどい）　 小林保健所　℡ 23-3118

月　　日 会　場 時　間
９月 26 日（木） 小林保健所 13：00 ～ 15：00

　税・保険料の納付期限
※納期限は 9 月 30 日（月）です。

固定資産税　3 期

国民健康保険税　3 期

後期高齢者医療保険料　3 期

　その他のイベント
◆二原遺跡公園公開日
　9 月 15 日（日）
　９：30 ～ 11：30
[ 場 ] 二原遺跡公園

①水・煙タイプ　②霧タイプ

「室内用くん煙剤」
（答えは左のページ）



【問】  ●健康推進課：℡ 23-0323  Fax 23-0325　●小林市立病院：℡ 23‐4711
　　  ●長寿介護課：℡ 23-1140　●市社会福祉協議会：℡ 23-3466 
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　“もしも”のとき、皆さんはどこで、
どのように過ごしたいですか？誰で
も、命に関わる大きな病気やケガをす
る“もしも”の事態はいつ起こるか分
かりません。病気になったときや介護
が必要になったときに、どこで過ごし
たいか、自分が望む医療やケアについ
て、また、大切にしていることを前もっ
て考え、周囲の信頼する人たちと話し
合い、共有することをアドバンス・ケ
ア・プランニング (ACP) と言います。
愛称で人生会議とも呼ばれています。
ほとんどの人は「健康で元気に暮らし、
コロッと死にたい」と、ピンピンコロ
リ願望があります。しかし、現実は決
してそうではありません。点滴や胃ろ
う、人工呼吸器など人工手段が施され、
一生懸命に生きている人もいます。愛
する家族や大切な人だとしたら、本人

の希望通りに看取りたいし、身の周り
の整理にしてもどうして欲しいか、思
いを知っておきたいですよね。人生会
議をしておけば、あなたが自分の気持
ちを話せなくなった時には、心の声を
伝えることができる機会になり、家族
や大切な人の心の負担は軽くなりま
す。家族や大切な人とお正月やお盆な
ど、一年の節目にでも人生会議ができ
たら良いのではないでしょうか。終末
期においても尊厳ある生き方を実現
するために、患者さんの思いを知り、
尊重された医療・ケアが提供できるよ
うお手伝いさせていただきます。また、
市民の方々が幸せに最善の生を生き
ることができるよう、そして、望む場
所で最期を迎えられるように、地域の
医療・福祉に携わる多職種で協働して
いきます。

　第２関節を軸に力を入
　れながら指の曲げ伸ば
　しを繰り返す

①腕を伸ばす
②腕全体を内へ外へ交互
　にゆっくりひねる

①両手の親指を肩に
　軽くつける
②ひじを大きく上げ、
　ゆっくり下げる。
　この動作を繰り返す

①胸の前で指を組んで頭
　の上へゆっくり上げる
②右へ真横に少し曲げ脇
　を伸ばし、３秒くらい
　静止し、ゆっくり戻す

ケガを予防する
基本の体操！

今日からできる転倒予防の椅子運動

　今回は、思わぬケガを予防する
ための基本の体操をご紹介しま
す。日頃から体をほぐしておくこ
とで、突き指や肉離れを防ぐこと
ができるほか、運動や筋力アップ
などの体操を行う前の準備運動と

しても効果的です。骨折により寝
たきりになる場合や、頭を強く打
つことで認知症になる場合もあり
ます。日頃から無理のない程度に
足腰を鍛え、いつまでも元気に生
活できる体作りをしましょう。

◆指先の曲げ伸ばし ◆腕のひねり

◆膝の上げ下げ ◆腕の上げと横曲げ

指
の
力
が
ア
ッ
プ 腕の筋を刺激する

脇
腹
を
柔
ら
か
く
す
る

肩
が
す
っ
き
り
軽
く
な
る

※肘を肩よりやや高く上げる
　と刺激が大きくなる

※左右繰り返し行う。この
　とき反動はつけない

人
生
会
議

福祉情報をお届けします

社協タイムズ
１日 350 ㌘の野菜摂取で

ベジ活！
　野菜には、からだを健康にする栄
養がたくさんあり、さらに病気にな
りにくくしてくれる力があります。　　
　旬の野菜はからだを冷やしたり、
温めたりする作用があり、その時期
に体が欲している食材だからこその
おいしさがあります。

◆主な効果
・からだの老化を防ぐ
・からだの中の余分な塩分を出す
・風邪予防
・肥満など生活習慣病を防ぐ
・骨を作る手助けをする
・元気なバナナうんちを出す

野菜の効果

アスパラ、玉ねぎ、
キャベツ、レタス

春
デトックス効果

きゅうり、トマト、
ピーマン、オクラ、
ししとう

夏
身体のサイクルを
高める

椎茸、にんじん、
かぶ、ごぼう、ねぎ

秋
内臓を元気に
する

ほうれん草、大根、
小松菜、白菜

冬
体温を上げる

ベジ活で暑さや病気に負けない
元気なからだをつくりましょう！

　共同募金のルーツは、はるか昔、
スイスの山深い町にさかのぼりま
す。町には、その日に食べるものも
ない人たちがいて、心痛めた教会の
牧師さんが「あたえよ・とれよ」と
書いた箱を道端に置いたことが、相
互共助活動のはじまりです。
　日本では、戦後間もない昭和 22
年に、市民主体の民間運動としてス
タート。戦後復興の一助として、被
災した福祉施設を中心に支援が行わ
れました。現在は、社会福祉法に基
づき、さまざまな地域福祉の課題解
決に取り組む民間団体の応援をして
います。
　共同募金は、都道府県を単位にし
て行われます。小林市でいただいた
募金の内、７割を小林市で、３割を
宮崎県全域で活用。さまざまな福祉

活動や共同作業所の車両設備、社会
福祉施設の改修、また、災害時の支
援などに役立てられています。
　小林市では、共同募金の活動に区
や組の皆様、法人、企業、友愛クラ
ブやボランティア団体、学校等から
多くのご理解とご協力を頂いていま
す。そして、皆さまの善意の募金が、
小林市内の地区校区社協やいきいき
サロンの運営、障がい者団体やボラ
ンティア団体の活動、子育てから福
祉バスの運行まで、幅広く地域福祉
活動を支援しています。運動期間は、
１０月１日から翌年３月３１日まで
の６ケ月間。全国一斉に行われます。
　小林市社会福祉協議会も共同募金
運動を推進しています。今年も皆様
のご協力をよろしくお願いいたしま
す。

じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み

赤
い
羽
根
共
同
募
金



■学校教育課 ℡ 23-0424　　■社会教育課 ℡ 22-7912　■スポーツ振興課 ℡ 22-7911
■市立図書館℡ 22‐7913　■北きりしまコスモドーム℡ 27‐2468

９月の天文台イベント
STARRY

SKY

星空天空の羅針盤

図書館・歴史・星空
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BOOKS
図書

～児童書～

『物語　たくさんのお月さま』
作：ジェームズ・サーバー
絵：ルイス・スロボドキン

訳：なかがわ ちひろ
発行：徳間書店

～児童書～

『このほん　よんでくれ！』
文：ベネディクト・カルボネリ
絵：ミカエル・ドゥリュリュー

訳：ほむら ひろし
発行：クレヨンハウス

今月のおすすめ図書

私
の
お
す
す
め
！

『続々ざんねんな

いきもの事典』

監修者：今泉　忠明

発行：高橋書店

読んだ感想

　みんな違うから、みん

ないいと思わせる本で

す。心が優しくなれます。

【本館】　１日と毎週月曜は休館
　◆開館時間：9 時～ 19 時
　※日曜と祝日は 17 時まで

【須木分館・野尻分館】　１日と毎週月曜と祝日は休館
　◆開館時間
　　須木：９時～ 17 時
　　野尻：10 時～ 18 時 30 分 ※日曜は 17 時まで

９月の休館と開館時間

～一般書籍～

『龍の袖』
著者：藤原 緋沙子
発行：徳間書店

～一般書籍～

『21 匹のネコが
さっくり教えるアート史』

著者：ニア・グールド
訳者：上杉 隼人

発行：すばる舎リンケージ

毎週土曜日は新刊本の入荷日です

教育委員会

　７月 26 日（金曜）から 28 日（日曜）ま
での２泊３日で、市内中学生 15 人が石川
県能登町を訪問し、中学生同士で交流を行
いました。能登町とは平成７年に野尻町が
姉妹都市提携を結び、現在まで１年ごとに
お互いの町を訪問し交流を行っています。
　今回の交流では、能登町の伝統芸能に触
れたり、スノーケリング体験をしたりと小
林市ではできない貴重な体験を行うと共
に、能登町の生徒との親睦を深めることが
できました。

　参加者からは「大人になったら、能登に
行きたい」、「宮崎や鹿児島の海にはいない
魚をたくさん見ることができた」などと言
う声があり、能登町の魅力を発見できたよ
うです。また、「私は小林のことが大好き
だと思った」、「別の場所でも小林の魅力を
自分の口で伝えていきたい」など、小林市
の魅力も再発見することができたようで
す。年に 1 度きりの交流事業ですが、これ
からも小林市と能登町の親睦を深めていけ
ればと思います。

姉妹都市交流事業 EDUCATION
教育

　８月１日に宮崎ブーゲンビリア空港で
「空のお仕事」について学びました。昨年
から開催のこのコース、今年もたくさんの
応募があり、小・中学生とその保護者 36
人が参加。パイロット、キャビンアテンダ
ント、グランドスタッフ、整備士、グラン
ドハンドリングの 5 班に分かれ仕事を体験
しました。その
後は、機体や普
段見ることので
きない空港の内
部を見学。参加
者は講師から話
を聞き、将来の
夢を考えるきっ
かけとなりまし
た。

　８月８日に、須木小野湖で第 1 回霧島小
林探検隊を開催しました。今回は霧島おむ
すび自然学校の壹岐さんの指導のもと、カ
ヤック体験を実施。初めて挑戦する人、何
回も体験している人それぞれでしたが、終
了間際にはみんな上手にカヤックに乗って
いました。また、岩場からの飛び込みに
挑戦するなど水
辺での体験を満
喫している様子
で、夏の良い思
い出になったと
思います。今後
も、自然の中で
のさまざまな体
験を予定してい
ます。

グローバルキッズ
◆航空コース ◆霧島小林探検隊

　「享保」は、江戸時代８代将軍徳川吉宗が
「享保の改革」と称しさまざまな取組みを行
なった時代です。その一つとして農政の安定
化を図るため治水事業や新田開発が全国で実
施されました。薩摩藩でも積極的に新田開発
が行われ、その記念と五穀豊穣への願いを込
めて、田の神さぁを造り祀ったとされていま
す。またこの地域では享保元～二年に新燃岳
が大噴火を起こして大被害をもたらしたこと
から、山の神の怒りを鎮める願いを込めて造
られたとも言われています。そんな激動の「享
保」時代に造られた田の神は、市内に宮崎県
で一番古い田の
神 の「 新 田 場 の
田の神」（享保５
年造）をはじめ
９体残されてい
ます。

田の神さぁの生まれた時代「享保」
ふるさとに残る元号⑤

文化の足跡 HISTORY
歴史

紙屋中３年
立
たてがみ

神 壱
いっせい

成 さん
紙屋中３年

立
たてがみ

神 壱
いっせい

成 さん

両市町の交流事業参加者 スノーケリング体験 バーベキュー交流会

　日没が早くなる月。満月の前日 13 日が中秋
の名月。28 日は当館の星のソムリエ記念日。
天文にまつわるお話や、楽器の生演奏や弾語り。
そして天体望遠鏡で星空をお楽しみください。
30 日からは 10 月 20 日まで昼間の星をお見
せします。詳細はホームページをご覧ください。

【お知らせ】上記以外の観望会は毎週土・日の
20 時～、21 時～。休館日は２( 月 ) ～５( 木 )
と毎週火曜

9 月 28 日 20 時頃の南天
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こばやしＴopics
トピックス

当日は市内３つの高校から 17 人が参加。議場施設の見学や議場での発
言・カメラ中継体験、議会に関する〇×クイズなども行われました

市のこれからについて議論
市議会と高校生の意見交換会
　７月 19 日、市議会（広報広聴委員会）と市
内高校生の意見交換会が議場などで行われまし
た。高校生の政治への関心を高め、若者の率直
な意見を聴くことを目的に開催。参加者の石

い し か わ

川
永

と わ

遠さん（小林秀峰３年）は「最初は堅いイメー
ジがあったが、気さくに話をすることができ、
自分の意見を伝えられた」と話しました。メロンさんは日本とフランスの友好関係強化のため「JET 絆大使」（総

務大臣委嘱）にも委嘱。今後は東京で国際交流の仕事を行います

フランスと恒久的な交流が続く
ようメロンさんに親善大使委嘱
　７月 19 日、メロン リザさんに小林親善大使
が委嘱されました。メロンさんは３年間にわた
り、市の国際交流員として小学校を訪問するな
ど精力的に活動。今後も市とフランスを結ぶ架
け橋となり活動してもらいます。メロンさんは

「自然豊かで、子どもが元気で楽しかったです」
と３年間の思い出を話しました。

建設予定のホテルはコンテナ式ホテルとして県内最大規模です。最大収
容人数は 30 人。仕事や観光目的の来訪者が主なターゲットです

地域経済活性化と交流人口拡大へ
エヌグラント㈱と立地協定
　 ７ 月 26 日、 市 は エ ヌ グ ラ ン ト 株 式 会 社

（永
な が の

野叶
か な え

絵代表取締役）と企業立地協定を締結
しました。同社は、小林駅近くにビジネスホテ
ルを建設予定。永野代表取締役は「宿泊の面で
地域経済の活性化に貢献し、お客様には小林市
に来てよかったと思っていただけるホテルにし
たい」とあいさつしました。さまざまな活動をとおして、小林市をアピールする「こばやしＰＲ大使」。

海蔵さんの今後の活躍が期待されます

カラオケ世界大会２連覇の
海
か い ぞ う

蔵亮
り ょ う た

太さんにＰＲ大使委嘱
　７月 29 日、歌手の海蔵亮太さんにこばやし
ＰＲ大使を委嘱しました。父親が小林市出身の
海蔵さんは、カラオケの世界大会で２年連続優
勝する腕前の持ち主。海蔵さんは「小さい頃に
毎年来ていた小林市の素晴らしさを、多くの人
に知ってもらえるようＰＲしていきたい」と話
していました。

CIR（国際交流員）の紹介

　北ドイツのハンブルクから来ましたアントニ
ア・シュルトです。このたび国際交流員として
地方創生課で仕事をすることになりました。ド
イツでは、トニーと呼ばれているので、よろし
ければ、トニーと呼んでくださいね。タイトル
の“MoinMoin”とは北ドイツの方言で、「こ
んにちは」という意味です。町で会ったら、こ
ちらの方言を一言教えてください。大阪で留学
した時に日本の大都会の生活を楽しみました。
今回は、小林市を囲む豊か
な自然をたっぷり楽しもう
と思っています。スポーツ
や写真撮影、ハイキングに
興味を持っている私にとっ
て完璧な所に違いないです。
よろしくお願いします。

Moin Moin（モインモイン）

ALT（外国語指導助手）の紹介

自己紹介
～メイ先生～

日頃から備えを！防災週間
　毎年 9 月 1 日は、防災の日です。8 月 30
日から9月5日が防災週間となっています。
これから台風や秋雨前線による災害への警
戒や備えが必要です。災害は、いつ、どこ
で、どのように起こるかは分りません。普
段から「常在危機」の意識をもち災害に対
する備えを行っていきましょう。
◆家族で防災についての話をしたり、防災
　グッズの準備と点検をして災害について
　の認識を高める。
◆地震により転倒した家具の下敷きになら
　ないよう家具を固定したり転倒の恐れの
　ある家具の近くで寝ない。
◆食料等は、カップ麺、ビスケット、フル
　ーツや魚の缶詰などをローリングストッ
　ク法で、また飲料水は３ℓ /1 人 /1 日×
　３日分を目安に備蓄する。
●問・危機管理課　℡ 23‐1175

　市役所本庁舎に来庁され、子どもさんが
ぐずって困った時や、授乳をしたい時など
に、子どもさんが遊べる遊具スペースやベ
ビーベッド、授乳室があるのをご存知です
か。遊具スペースとベビーベッドは子育て
支援課に、おむつ等も交換ができる授乳室
は１階女性用トイレの隣にあります。
　ご不明な場合は子育て支援課にお気軽に
声をおかけください。
●問・子育て支援課　℡ 23‐1278

本庁舎の子育て支援スペース

安心安全情報 みんなで学ぶみんなで学ぶ子育て広場子育て広場

　みなさん、こんにちは！メイレリン・パスクア
と申します。私はフィリピンのバギオ市から来ま
した。フィリピンでは私立の附属大学で教師とし
て小学生から大学生に授業をしていました。今年
から、ALT（外国語指導助手）として市内の小
中学校で英語を教えています。小林市は自然豊か
で子育てをするには理想的な場所だと思っていま
す。ここにきて、新しい人々との出会いがあり素
晴らしい体験をしています。市内には、良いお店
やレストランがあり、外国人の
私にとっても住みよい環境にな
っています。今まで、日本の様々
な場所を見てきましたが、ここ
は素晴らしい自然に恵まれてい
ると思います。どうぞ、よろし
くお願いします。
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Ｔopicsこばやし
トピックス

まちのわだいこばやしＴopics
トピックス

理美容の仕事を肌で感じる
　 ８ 月 ５ 日、KIDS
ビューティーフェスが
開催されました。理・
美容師の仕事を身近に
感じ、関心や興味を
持ってもらうことが目的。会場では、病気など
で髪の毛を失った人に自分の髪の毛を寄付する
ヘアドネーションなどが行われました。

河川愛護でうなぎを 13 ㌕放流
　8 月 19 日、 小 林
地区大淀川水系河川
愛護対策推進協議会
による合同河川パト
ロールがありました。
大淀川水系河川の環境保全や河川愛護の意識高
揚などを目的に 46 人が参加。当日は、同会員
などによるうなぎ 13 ㌕の放流も行われました。

暑さも忘れて名水を楽しむ
　８月３日、小林駅
周辺でこばやし名水
夏まつり 2019 が開催
されました。名水に
ちなんだ、体験イベ
ントのほか、多彩なステージショーなどがあり
ました。水かけ合戦では、小学生から大人まで、
全身に水を浴びながら楽しみました。

山々に響き渡る歓声と花火の音
　８月 10 日、小林市すき納
涼花火大会が開催されまし
た。市内外から約１万人が
来場。ダンスなどのステー
ジショーのほか、フィナー
レでは約７千発の花火が打
ち上げられると、会場から
歓声と拍手が起こりました。

熱い火花散らす溶接技術大会
　７月 27 日、宮崎県
溶接技術競技会小林
地区大会が行われま
した。

【以下結果・敬称略】
◆アーク溶接の部▼個人優勝＝三

み は ら

原省
しょういちろう

一郎▼団
体優勝＝㈲山下鉄工所◆半自動溶接の部▼個人
優勝＝出

い ず み

水孝
た か ま さ

政▼団体優勝＝㈱タネダ

約１か月の運休を経て吉都線再開
　８月１日、小林駅
横ふれあい広場にて
吉都線運行再開を祝
う イ ベ ン ト（ 主 催：
吉都線に観光列車を
呼ぼう！小林実行委員会）が開催されました。
関係者や地域住民、駅利用者など約 70 人が参
加。車両の出発に合わせて風船を飛ばしました。

インターハイ女子バレー開催
　 ７ 月 25 日 か ら 26
日にかけて、全国高校
総体女子バレーボー
ル競技が市民体育館
で開催されました。本
県代表の延岡学園の試合も同会場で実施。各チー
ム熱戦を繰り広げ、チームメイトや来場者から
は大きな歓声が上がっていました。

全国大会での活躍を後押し
　 ７ 月 29 日、 小 林
秀峰高校特別後援会

（貴
き じ ま

嶋憲
け ん た ろ う

太郎代表）が
同校から高校総体に
出場する部（または
個人選手）へ支援金を贈呈しました。支援金は
同会が個人や企業から募ったもので、受け取っ
た各部主将は感謝の気持ちを述べました。

壱岐副市長と小泉さん。外出支援サービスや世代間交流スペースの創出
など、主に福祉の分野で活動します

福祉分野での活躍に期待
地域おこし協力隊員新たに着任
　地域活性化と定住・定着を目的とした総務
省の「地域おこし協力隊」事業で、８月１日、
小
こ い ず み

泉賀
か ず や

津也さんに隊員を委嘱しました。愛知県
から移住した小泉さんは、「小林市は、気候や
食べ物が良いと感じた。市民の方と支えあいな
がら地域活性の活動を進めていきたい」と決意
を述べました。大学では日本語学科を専攻し、２度大阪の大学へ留学。またドイツでは

秋田犬クラブメンバーとしてボランティア活動も行っていました

新しい国際交流員となる
アントニアさんに委嘱状を交付
　８月８日、ドイツ出身のアントニア・シュル
ト（Antonia Schult）さんが国際交流員に着任
しました。外国語教育の充実や国際交流事業、
観光客誘致の情報発信などの業務に従事しま
す。アントニアさんは「西諸弁を覚え、早く小
林市に馴染んでいきたい」と話しました。（22
ページに自己紹介記事を掲載）

　地方大会で優秀な成績を納め、全国大会
や九州大会に出場する個人・団体が市長を
訪問し、成績報告や意気込みを述べました。
　西小林野球スポ少（県大会準優勝で九州
大会出場）、南野球スポ少（県大会３位で九
州大会出場）、小

お が わ

川結
ゆ う き

生さん（トランポリン
九州大会優勝で国体出場）、田

た し ろ

代美
み さ き

咲さん（ト
ランポリン九州大会５位入賞）、山

や ま し た

下心
し ん り

琉さ
ん（陸上コンバインド A 県大会優勝で全国
大会出場）　※コンバインド A…80 ㍍ハー
ドルと走り高跳びの２種競技

全国・九州大会出場で市長表敬

Photo
１西小林野球スポ少 ２
南野球スポ少 ３小川結
生さん、田代美咲さん

（TC・アルティメット） 
４山下心琉さん（小林
ジュニアアスリート）

１２

３

４
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すくすくSUKUSUKU
平成 30 年 9 月 18 日生

お姉ちゃんが大好き
で、くいしん坊な女の
子です。

父：栄一　母：かおり

黒
く ろ ぎ

木 萌
も も か

々香 ちゃん
平成 30 年 12 月 3 日生

いつもニコニコなゆい
とくん。結葉お姉ちゃ
んと仲良くね～♡

父：椎麻　母：琴乃

永
な が や ま

山 結
ゆ い と

都 くん

【すくすく申込先】・地方創生課　℡ 23‐1148　ﾒｰﾙ info@city.kobayashi.lg.jp

　

７
月
18
日
に
む
ら
づ
く
り
部
会

の
活
動
の
一
環
で
あ
る
『
花
い
っ

ぱ
い
運
動
』
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
麓
地
区
の
国
道

２
６
５
号
線
沿
い
に
あ
る
植
栽
帯

に
て
、
ジ
ニ
ア
・
松
葉
ボ
タ
ン
・

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・
日
々
草
な
ど

を
植
栽
。
当
日
は
天
候
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
雨
も
降
ら
ず
、
花
の

配
置
を
自
分
た
ち
で
話
し
合
う
な

ど
、
工
夫
し
な
が
ら
楽
し
く
植
栽

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
季
節
を
む
か
え
る

花
々
な
の
で
、
鮮
や
か
に
咲
き
誇

る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
須

木
を
訪
れ
た
際
は
、
綺
麗
に
咲
い

た
花
を
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。

すきむらづくり協議会花いっぱい運動！

このコーナーでは、市内７地区で設立された
「きずな協働体」の活動やイベント情報を紹介します！

　

地
域
活
性
部
会
で
は
、
７
月
に

２
つ
の
地
域
の
祭
り
へ
出
店
し
ま

し
た
。
14
日
は
三
松
小
学
校
で
開

催
さ
れ
た「
ナ
イ
ト
イ
ン
み
ま
つ
」

に
出
店
し
そ
の
益
金
の
一
部
と
、

家
庭
に
あ
る
着
て
い
な
い
服
を
児

童
が
販
売
す
る
、
体
験
学
習
型
の

イ
ベ
ン
ト
「
み
ま
つ
ア
パ
レ
ル
」

の
益
金
を
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
寄

附
し
ま
し
た
。
30
日
に
は
岩
戸
神

社
の
夏
祭
り
に
出
店
し
、
益
金
の

一
部
を
奉
納
し
ま
し
た
。
地
域
の

伝
統
あ
る
祭
り
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
チ
ー
ム
み
ま
つ
協
働
体
を
も

っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
努
め
ま
し
た
。
９
月
７
日
に
は

第
１
回
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
も
計
画
し

て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

地
域
と
の
繋
が
り
を
感
じ
ら
れ
る

場
を
提
供
し
て
い
き
た
い
で
す
。

地域のお祭りに参加しました！

きずな協働体通信

東麓六月灯まつりを開催！

チームみまつ
協働体

すき
むらづくり協議会

　

７
月
20
日
に
野
尻
小
学
校
体
育

館
に
て
、
東
麓
六
月
灯
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
大
雨
の
影
響

で
開
催
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

約
４
０
０
名
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
に
は
地

域
の
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
灯
籠

が
飾
ら
れ
、
灯
り
が
と
も
る
と
よ

り
一
層
幻
想
的
な
祭
り
の
雰
囲
気

が
醸
し
出
さ
れ
ま
す
。
小
学
生
に

よ
る
ラ
ム
ネ
早
飲
み
競
争
や
大
野

勇
太
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
な
ど
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
六
月
灯
ま
つ
り
を

通
じ
て
、
地
域
が
一
体
に
な
る
と

と
も
に
、
世
代
間
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

六
月
灯
は
古
く
か
ら
の
伝
統
行

事
で
す
。
今
後
も
大
切
に
伝
承
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ステージイベントには、こすモ～ちゃんが
登場し、一緒に楽しい時間を過ごしました

「寄附は子どもたちのために大切に使いま
す」とのお言葉を頂戴しました

植栽に参加いただいた各地区の区長、ボランティ
アの方々、むらづくり部会員で記念撮影

輝け

フロンティアのじり

22

画：友安よーいち

運
動
の

　
秋
だ
モ
～
！

運
動
は

良
い
モ
～

食
欲
の
秋

で
も
あ
る

モ
～
♪

運
動
は

か
ら
だ
機
能

の
維
持
の
た
め

に
大
切
！
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
で
も

筋
力
、
バ
ラ
ン

ス
能
力
、
心

肺
機
能
な
ど

の
低
下
を
防

ぐ
モ
～

っ
て
、
食
べ
て

ば
っ
か
り
や
が

第 62 話「運動の前に・・・」

さ
・
ら
・
に
！

適
度
な
運
動
は
生
活
習
慣
病
の

予
防
や
気
分
転
換
・
ス
ト
レ
ス

解
消
の
効
果
も
あ
る
か
ら
、

ま
ず
は
「
今
よ
り
10

分
多
く
歩
く
」

「
週
２
回
30

分
程
度
の

運
動
」
を

心
が
け
て

始
め
て
み
る
こ
と
が
…

！

令和２年成人式実行委員

（19）楠
く す み

見 大
だ い き

稀さん

わけもん小林の

小林にゆかりのある
「がんばる若者」を紹介！

Vol.27

県外の同級生が “地元の成人式に参加し
て良かった” と思える成人式にしたい
　㈱九州グンゼ宮崎工場に勤務す
る楠見大稀さん（東方）。工場内
の機械が停止した際の、復旧作業
を主な業務として働いています。
　入社のきっかけは小林秀峰高
校生（機械科）のときの工場見
学。それまで見たこともない機
械が並ぶ光景に、楠見さんは興
味を惹かれ就職しました。
　「新しい修理技術を習得したと
きや、順調に機械が稼働し生産目
標を上回ったときなどが嬉しい瞬
間です」。
　

趣味はラーメンの食べ歩きで、時
には県外まで行くなど行動的な楠
見さん。友人に誘われ、来年１月
に開催される成人式の実行委員会
に加入しました。
　小林市は地域の人との温かい繋
がりと、食べ物や水のおいしさが
魅力と実感している。
　「市外に出た同級生が『小林の
成人式に参加して良かった』と
思ってもらえるよう頑張りたい」
と意気込みを語ります。
　その好奇心と行動力で、成人式
を盛り上げます。

職場の先輩とラーメンを
食べに行くことも多い。
また、新幹線が好きで、
全国の新幹線に乗ること
がプライベートの目標
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日本神話の郷 霧島岑神社
みね

小林市細野（夷守）4937

（細野中より南へ1.2km直進）

社務所　　  0984‐23‐0855
宮司携帯　090‐3735‐9954

Tel
Fax

霧島岑神社
みね

日本神話の郷
奉祝 天皇陛下御即位奉祝 天皇陛下御即位

チラシ、伝票、はがき、封筒、シール、ラベル、
名刺、パンフレット、ポスター、チケット、
掛紙、包装紙、カレンダー、カルテ、冊子、
賞状、ステッカー、タオル、のぼり、垂れ幕、
写真撮影、ポイントカード、メニュー表、
Ｔシャツデザイン　　　　　　　　…etc

株式
会社

暖房機器お見積り無料！

エアコン清掃も受付中

エアコン工事販売・修理、ボイラー・厨房機器販売

有限会社　安藤冷凍設備
　☎０９８４－２３－４００２


